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新型コロナウイルス対策に関する各局区の対応状況（５月２６日以降） 

カテゴリ 実施概要

本部 ○第１９回対策本部会議の実施 
 ・対策本部会議を実施し、川崎市緊急経済対策の改定、本市の経済状況についての情報共有を図
った。（6/9） 

○第２０回対策本部会議の実施 
 ・対策本部会議を実施し、本市の医療体制、複合災害への備え、ワンストップ型臨時経営相談会
場の設置、本市の経済状況について情報共有を図った。（7/7） 

○第２１回対策本部会議の実施 
 ・対策本部会議を実施し、本市の医療体制、複合災害へ向けた取組、各局区の取組についての情
報共有を図った。（7/29） 

○第２２回対策本部会議の実施 
 ・対策本部会議を実施し、本市の医療体制、市内経済状況及び税収への影響、川崎市緊急経済対
策の改定について情報共有を図った。（8/18） 

○第２３回対策本部会議の実施 
 ・対策本部会議を実施し、本市の医療体制、各局区の取組について、イベント開催制限のあり方
について情報共有を図った。（9/15） 

○第２４回対策本部会議の実施 
 ・対策本部会議を実施し、本市の医療体制、市内経済状況及び税収への影響について情報共有を
図った。（10/20）

総務企画 ○市職員が体調不良となった場合の対応等を周知 
 ・風邪症状がある職員は必ず出勤しないこと、また、職場への復帰については発症日から８日間か
つ症状消失日から３日間を経過してからとするよう、あらためて周知した。（7/17） 

 ・業務後の多人数での会食や飲み会を避けること等、職場等における新型コロナウイルス感染防止
について通知した。(7/30) 

〇市民が必要とする情報を市長等が伝える動画の配信 
・新型コロナウイルス感染状況や市の取組など、市民が必要とする情報を市長や職員が説明する
内容を、「YouTube 川崎市チャンネル」へ掲載し市ホームページでの公開を開始（4/24）。5月
までほぼ毎日配信し、6月は 1本配信した。7月から配信を再開し、10月 8日まで週１本程度
で配信した。（10/8） 

〇子ども達に向けた本市ゆかりの著名人等によるメッセージ動画の配信 
・市立学校の臨時休業中に自宅等で過ごす子ども達へ活力を届けるため、様々な分野で活躍する 
著名人やプロフェッショナルの方々に協力いただき、子ども達へ向けたメッセージ動画を収録 
し、「YouTube 川崎市チャンネル」へ掲載し、市ホームページで公開を開始（5/12）。CM動画を
含め計 22本を配信完了した。（10/29） 

〇「かわさき市政だより」の配布方法の変更 
 ・１日号・２１日号の月２回発行する市政だよりについて、主に町内会・自治会等の配布団体によ
り配布を行っている１日号を新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、5月から８月ま
での間発行休止とした。
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・９月１日から再開したが、町内会・自治会等の配布団体による配布依頼を休止し、９月から1日 
号、２１日号ともに新聞折込での配布とした。 
（※12月 1日号からは一時的な措置として事業者による各戸ポスティングを開始予定。２１日号
は引き続き新聞折込での配布） 

〇タブロイド誌「号外 備える。かわさき」第４号の発行
・コロナ禍での災害対応をテーマにした防災タブロイド誌を発行（9/8）

財政 ○徴収猶予の「特例制度」の適用状況 
・適用件数 1,724 件 

 ・適用税額 993,732 千円（県民税を含む） 
  ※令和 2年 9月末現在の累計 
○市税証明書の交付手数料の免除適用状況 
・適用件数 4,837 件（行政サービスコーナー等を含む） 
 ※令和 2年 9月末現在の累計  

市民文化 ○各種証明書の交付手数料の免除適用状況 
・適用件数 3,541 件（行政サービスコーナー等を含む） 

  ※令和 2年 6月末現在の累計 
〇特殊詐欺被害防止のため、迷惑電話防止機能を有する機器の設置促進 
 ・迷惑電話防止機能を有する機器（750台）を購入し、原則として 70歳以上の市民を対象とした
無償貸与を実施し、これまでの特殊詐欺の手口に加えて、新型コロナウイルス感染症に関連し
た手口からの被害の防止を図る。（8/14 広報・申込受付開始 9/30 申込締切。抽選を実施
し、10/27 当選者宛て機器の発送完了。現在、落選者への追加貸与に向けた準備を進めてい
る。）

○スポーツ大会等の感染防止対策への支援 
・スポーツ関係団体が大会等を再開する際に、感染症拡大防止対策に必要となる物品（非接触型
体温計、手指消毒剤等）を購入するための経費を、(公財)川崎市スポーツ協会を対象に補助金
として支出した。 
※補助金交付要綱制定（7/1付）、スポーツ協会への補助額決定（3,999,760 円、8/7 支出） 
※市スポーツ協会にて、当面の支援に必要な量の感染防止対策用物品を購入（7月下旬） 
 以降、スポーツ関係団体の申請に基づき、大会開催に必要となる感染防止対策用物品を配布 
 ＜配布実績＞ 
7 月中旬 サッカー協会、野球協会、陸上競技協会、ハンドボール協会、ソフトテニス

協会
8月 19 日 新日本スポーツ連盟（市後援事業主催者）
8月下旬 スポーツ協会、障害者スポーツ協会、ソフトボール協会、ゴルフ協会、テニ

ス協会、ラグビーフットボール協会、クレー射撃協会
9月中旬 トライアスロン協会、バレーボール協会
9月下旬 ボウリング協会、ゲートボール連合
10月上旬 卓球協会、剣道連盟、硬式野球協議会（市後援事業主催者）、水泳協会
10月中旬 柔道協会
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○スポーツセンター等の感染防止対策 
・スポーツセンター等の一部利用再開に伴い、感染症拡大防止対策として、諸室に換気用の送風
機や空気清浄機を整備した。 
※対象 8施設（各区スポーツセンター＋石川記念武道館）に送風機計 130台を配備（小型 40
台、中型21台、大型 69台）（7月下旬） 

〇活動の場が制限されている文化芸術の担い手等に対する支援 
・新型コロナウイルスの感染拡大により、活動の場を制限されている文化芸術の担い手等を支援す
るとともに、市民が文化芸術に触れる機会を提供するため、「文化芸術活動奨励金」制度を創設
し、「Youtube 川崎市文化芸術応援チャンネル」で発信する文化芸術作品や子ども向けコンテン
ツ（動画）を募集した（選定件数250件（613 人）。(7/28 動画公開) 

〇フランチャイズオーケストラの活動機会の創出及び市民の音楽鑑賞機会の提供 
・ミューザ川崎シンフォニーホールを会場に、市フランチャイズオーケストラ東京交響楽団によ
る無観客コンサートを計3回実施し、「ニコニコ生放送」において配信した。 
・同楽団への寄付も同時に募り、来年以降に開催される同楽団主催公演のチケットについて、１ 
千万円を上限に寄付金額と同額相当分の枚数を川崎市が購入するマッチングギフトコンサート
として実施する。（チケットは市民招待で活用予定） 
（第 1回 6/23 第 2回 6/28 第 3 回 7/3※動画配信・寄付は 9/30） 
・（実績）総視聴者数 60,541 名、寄付金額 17,105,441 円
〇ミューザ川崎シンフォニーホールの空調設備の改修 
・安全、安心な環境で音楽活動を行うために、ミューザ川崎シンフォニーホールの空調設備を改修
する。（令和３年３月末までに完了予定）

経済労働 ○経営相談 
・中小企業診断士、社会保険労務士等の専門家による無料経営相談を市内3か所※で実施（ワン
ストップ型臨時経営相談会場の設置）（7/15） 

   ※産業振興会館（南部）、コンベンションホール（中部）、川崎信用金庫登戸支店（北部） 
   ※9 月から産業振興会館に集約して継続実施（8/24） 
 ・雇用を守るための支援相談窓口の設置（社会保険労務士による無料電話相談） 
○金融支援
・本市（海外ビジネス支援センター・金融課・中小企業溝口事務所）、市産業振興財団、市信用保
証協会に設置している「相談窓口」における相談件数 14,965件（10/30） 

 ・金融課、溝口事務所におけるセーフティネット・危機関連保証等の認定件数 8,169 件
（10/30） 

 ・民間の金融機関と連携した信用保証料ゼロ・実質無利子の融資制度を創設 
  ・感染症対応資金の融資限度額を 3,000 万円から 4,000 万円に拡充（6/15） 
○事業継続支援 
 ・新型コロナウイルス感染症の拡大により大きな影響を受けている市内の小規模事業者（全業
種）の事業継続を支援するための給付金を交付（小規模事業者臨時給付金）※8月末終了 

○事業継続環境の整備 
 ・新型コロナウイルスの影響により、テレワーク環境を新規導入、拡張する市内中小企業者に対
し、環境整備に係る設備導入、初期設定等に必要なコンサルティング費用を助成（8/28 終了）

 ・「新しい生活様式」に対応した職場環境構築のために必要な設備（サーマルカメラ、アクリルパ
ネルの設置等）の導入等に対する補助（10/30）
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 ・海外への電子商取引に係る取組や海外事業者とのオンライン商談、海外展開に向けたデジタル
コンテンツ作成等に対する支援（10/14） 
・ＩＣＴ活用など「新しい生活様式」への対応に資する取組や医療分野等への新規参入、販路開
拓などを支援（11 月末頃募集開始予定） 

 ・感染症に関わる検査や治療、感染症予防製品等の研究開発に取り組む市内中小企業等への補助
（11/2） 

○商業・サービス業支援 
・新型コロナウイルス感染症の影響により売上が大幅に減少している飲食店や生活関連サー 
ビス等における消費を促し、市内での循環を図ることで早期の経済回復を目的とした「川崎じ 
もと応援券」の購入予約開始（6/12） 

   ※1 次募集（6/12 7/3）購入申込者数 68,812 人 購入希望冊数 256,331 冊 
2 次募集（7/17 8/13）購入申込者数 59,480人 購入希望冊数 217,545冊  

・第 3次として、一部店舗等による直接販売を実施（販売期間（10/15 10/28 終了））  
 ・市内でテイクアウトやデリバリーができる飲食店の情報を積極的に発信するとともに、職員が
率先して昼食時のお弁当等を率先して購入する「もちかえりプロジェクト」を実施 
・テイクアウトなどの新しいサービスに取り組む小売業者やサービス事業者、商業者への応援や
安全に買い物できる環境づくりに取組んでいる商店街等に対する助成制度を創設（6/12） 
・商店街による「新しい生活様式」に適応する地域活性化イベント等への補助（11 月末頃募集開
始予定） 

○市場（食料品等の安定供給確保） 
・卸売市場における売上が減少している場内事業者への施設使用料等の猶予 
○離職者向け支援 
 ・新型コロナウイルス感染症の影響により離職した方向けの特別電話相談窓口の設置 
・キャリアサポートかわさきの求人開拓員増員による就業支援の強化（11/2）

環境 ○廃棄物処理法に基づく関係業者への対策の周知
・環境省「廃棄物の収集運搬作業における新型コロナウイルス感染症対策についての動画の周知
について（事務連絡）」に基づき、市ＨＰに当該事務連絡を掲載し、市内の廃棄物処理事業者に
対して情報提供を行った。（8/4） 
・環境省「新型コロナウイルス感染拡大下における廃棄物の円滑な処理について（事務連絡）」に
基づき、市ＨＰに当該事務連絡を掲載し、市内の排出事業者及び廃棄物処理事業者に対して情
報提供を行った。（8/6） 
・環境省「「廃棄物に関する新型コロナウイルス感染症対策ガイドライン」について（通知）」に
基づき、市ＨＰに当該通知及びガイドラインを掲載し、市内の排出事業者及び廃棄物処理事業
者に対して情報提供を行った。（9/8）

健康福祉 ○新型コロナウイルス感染症 市内発生状況 
・本市発表陽性者数 1,998人 
・退院者数 409 人、療養終了者数 1,280人 
・死亡者数 38人  
・感染経路 家族内 305 人、陽性者と接触 616 人、その他 11（ライブ、海外渡航等）、不明・調
査中1,066人 ※令和 2年１１月５日公表分まで 
・市健康安全研究所における検査人数 14,412 人、検査数 14,505 件 ※１１月５日現在
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・民間検査機関における検査人数 30,607 人、検査数 30,614 件 ※１１月５日現在 

○川崎市帰国者・接触者相談センター ※５月１日より２１時まで対応時間延長 
・現時点での相談受付数は 32,064 件（2月 10日 １１月１日）
※帰国者・相談センターは１１月１日で終了になりました。

○川崎市新型コロナウイルス感染症コールセンター ※５月1日より2４時間対応 
・現時点での相談受付数は 42,775 件（2月 20日 １１月５日）

○神奈川モデルにおける機能別医療機関の確保状況 
・高度医療機関（重症者対応）2施設 30病床 
・重点医療機関（中等症者対応）5施設 150 病床 
・重点医療機関協力病院（疑似症者対応）11施設 83病床  
※10/30 時点。今後も感染状況を踏まえた病床の確保を図る。 

○PCR集合検査場を市内３か所で運営
 ・市医師会に運営を委託し、５/１１(月)に２か所、１２(火)に１か所を開設。 
※ 設置場所は、円滑な運営と患者のプライバシーを守るため非公表。 

 ・各検査場は、週３ ４日、１３ １５時に稼働。（7/16 運営日の一部拡大）

○各診療所における検体採取及び検査
 ・市医師会と集合契約を締結し、各診療所でも検体採取及び検査が可能な体制を整えた。（7/15 ）

○発熱患者診療体制の構築
・重症化リスクの高い高齢者に対するインフルエンザ予防接種を促進し、医療機関への負担軽減を
図ることを目的とし、高齢者インフルエンザ予防接種の自己負担の無償化を実施（10 12 月） 
・発熱患者等の診療を行う医療機関を県が指定し、相談があった場合にはこれらの医療機関を案内
する体制を整えた。（11/2 ）

○患者等のPCR検査実施医療機関等までの搬送支援の実施
 ・専用車両３台体制(8/1 より 1台増)で、民間事業者への委託により実施 
 ・5/11 10/31 の搬送実績は 157 営業日で、計425件（1日平均 2.7１件） 
  ※５月実績 24件（1日平均約1.33件） 
   ６月実績 34件（1日平均約1.3１件） 
   ７月実績 93件（1日平均約3.72件） 

８月実績 110 件（1日平均約 4.07件） 
   ９月実績 93件（1日平均約3.1 件） 
   10 月実績 71件（1日平均約2.29 件） 

○生活保護の申請相談の状況
 ・相談件数 810 件（9/１ 9/30）（前年同月件数759件） 
  ※うちコロナ関連相談件数 67 件（8.3％） 
 ・申請件数 315 件（9/１ 9/30）（前年同月件数302件） 

○住居確保給付金制度（家賃補助） 
・申請件数 4,210 件（4月 10 月末） 
・支給決定件数 3,059 件（4月 10 月末） 
・住居確保給付金専用ダイヤル（６月５日（金）開設（８回線）） 
受電件数 3,296件（６月５日 10 月末）
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・だいＪＯＢセンターへの相談件数 
  電話受付件数 6,064 件（4月 10 月末） 
  来所相談件数 1,249 件（4月 10 月末）    
○一時的な資金の緊急貸付 
・休業や失業等により生活資金でお悩みの方々に向けた、緊急小口資金などの特例貸し付けを、市
内社会福祉協議会の窓口（各区福祉パル）において実施。 
・相談件数36,348件、申請受付件数が 14,715 件（緊急小口資金9,490件、総合支援資金5,225
件）となっている。（3/25 10/30）

こども ○保育所 
・６月１２日に「新しい生活様式に配慮した保育事例集」を発行し、追加情報「げんきになあれ 」
を随時発行（7/9 9/11 で計６回） 
・かわさきコロナ情報(動画特設ページ）で「新型コロナに向き合う 保育現場のいま」を公開（9/10） 
○青少年施策 
・令和3年川崎市「成人の日を祝うつどい」を感染症対策を行った上での会場開催と式典のオンラ
イン配信等を併せて行うこととした。（7/14） 
・青少年フェスティバルの開催を中止とした。（9/9） 

○母子保健・家庭支援 
・乳幼児健康診査等を再開し、延期対象となった方に受診のご案内を発送（6/15 ）
・子育て世帯臨時特別給付金の支給。支給済み103,026件  支給予定 501 件（10/31時点）
・産前・産後家庭支援ヘルパー派遣事業に里帰り出産ができなくなった妊婦を対象として含める。
（7/7） 
・（市）ひとり親家庭等臨時特別給付金 支給済件数 6,400 件 （10/31 時点） 
・（国）ひとり親世帯臨時特別給付金 
児童扶養手当受給者 基本給付 支給済件数 5,974 件 （10/31 時点） 
児童扶養手当受給者 追加給付 申請件数3,210件、支給済件数 3,210 件（10/31 時点） 
家計急変者・年金受給者 申請件数 438 件、支給済件数 426 件（10/31時点） 

・新生児応援事業（新生児に川崎じもと応援券を配布） 申請件数 5,352件、支給済件数4,991件
（11/5時点） 

・新型コロナウイルスに対して不安を抱える妊婦へのウイルス検査費用補助を開始（10/1 ）
【※実績数は現在集計中】 

○虐待・DV対策 
・「かながわ子ども家庭１１０番相談 LINE」（7/1 ） 相談件数 2,004件（10/31時点） 

【うち川崎市民からの相談 368 件】 
・一時保護所の児童等が陽性者又は濃厚接触者となった場合に、一時的に保護児童を避難させるた
め物件の借り上げにより確保し、緊急時に対応できる体制を整備

建設緑政 ○沿道飲食店等の路上利用占用許可基準の緩和 
 ・新型コロナウイルス感染症の影響を受ける飲食店等を支援するための緊急措置として、地方公 
共団体（商業振興部門等）と商店街等の団体が連携して道路占用許可申請を行うことで、沿道
飲食店等の路上利用（テイクアウトやテラス営業等）の占用許可基準を緩和する。（7/2）
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○公園内プール開催にあたっての感染防止対策 
・8/1 8/31 の期間に短縮する（例年は 7/10 8/31）とともに、プール内への入場数の制限や
ロッカーの利用間隔を空けるなどの対策を実施した。 

 ・スタッフにフェイスシールドやマスク着用を義務付け、定期的な施設の消毒を行いながら運営
を行った。 
・利用者の住所・氏名・連絡先を把握するため、往復ハガキによる応募とした。

港湾 〇川崎マリエン『#Light It Blue』を実施 
・最前線で尽力されている医療関係者等への感謝を示し応援するため、川崎マリエンにおいて
『#Light It Blue』を実施した。（6/4~5の２日間） 
○荷捌き地の使用料の取扱貨物量に応じた面積変更による負担軽減を実施 
 ・港湾関係事業者等に対して、専用荷捌き地の許可面積について、許可期間内においても面積の
変更申請を受けることを改めて周知し、使用料の負担軽減を図った。 
○港湾施設使用料等の支払猶予の実施 
 ・港湾関係事業者等の事業継続に対する側面的な支援として、港湾施設使用料及び入港料の一部
を最高で５か月間の納入期限延長措置を実施した。

臨海部国
際戦略本
部 

〇臨海部ニュースレター「KAWASAKI Coastal Area News」Vol.25 の発行 
・「新型コロナウイルス感染拡大防止特集号」として川崎臨海部における新型コロナウイルスに立
ち向かう最先端の取組を紹介。ナノ医療、感染症研究の第一人者と市長による座談会を掲載し
たほか、新型コロナウイルスに対する治療薬やワクチン開発などの取組を取材した。（9/15） 

〇ナノ医療、感染症研究の第一人者と市長による座談会動画の配信 
・上記ニュースレターに掲載した、ナノ医療イノベーションセンター・片岡センター長、市健康
安全研究所・岡部所長と市長による座談会の様子を動画に収め、「YouTube 川崎市チャンネ
ル」及び「川崎臨海部 Facebook ページ」へ掲載した（9/15）。

区役所 〇川崎区本部の活動状況 
・区本部会議の開催（5/27、6/9、7/7、7/30、8/19、8/31） 
・新型コロナウイルス感染症下における川崎区総合防災訓練を旭町小学校にて実施（10/17） 
・課題即応事業費を活用し、大師・田島両支所のトイレ洗面台の自動水栓等を設置し、接触機会
の低減による感染症対策を講じる。 
※市本部会議の報告等については、適宜、情報共有を行っている。 

○幸区本部の活動状況 
・新型コロナウイルス感染症下における避難所開設訓練を東小倉小学校にて実施（6/24） 
・区本部会議を開催（７/８、7/30、8/19、9/16、10/21） 
・避難所運営会議主催の新型コロナウイルス感染症対策を踏まえた、図上訓練（台風想定）を実
施（12か所/23 か所） 

○中原区本部の活動状況 
・区本部会議を開催（5/27、6/3、7/8、7/30、8/19、9/16、11/4） 
・新型コロナウイルスに関する研修会を開催(11/4) 

○高津区本部の活動状況 
・区本部会議を開催（6/9、7/8、7/30、8/19、9/16、10/21） 
・高津区全町内会連合会研修会にて、令和2年 7月公開の「新型コロナウイルス感染症を踏まえた
避難所開設・運営について」を用い、避難所でのコロナ対策について講義を行った。（7/17）
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・区内職員向け、新型コロナウイルス感染症対策研修を行った。（7/30、7/31、8/4） 
・橘地区町会長会議にて、避難所でのコロナ対策について講義を行った。（8/28） 
・高津地区自主防リーダー研修会にて避難所でのコロナ対策について講義を行った。（9/2） 
・高津地区町会長会議にて、避難所でのコロナ対策について講義を行った。（10/2） 

〇宮前区本部の活動状況 
・みやまえ通信を発行し、特別定額給付金の案内、熱中症予防について町内会掲示板やホームペ
ージに掲載、関係機関に配架した。(5/26) 
・区本部会議を開催(6/9、7/8、8/12、8/19、9/16、10/20) 
・衛生課の区役所内応援体制を強化した(7/21 ) 
・新型コロナウイルス対応を踏まえた宮前区防災研修を実施（7/31） 

○多摩区本部の活動状況 
・区本部会議を開催（6/10、7/8、7/29、8/19、9/16、10/21） 
・風水害時の避難所運営研修［新型コロナウイルス対応］（7/21） 
・新型コロナウイルス流行下における避難所開設訓練［中野島小学校］（8/4） 
・風水害時の避難所運営研修［新型コロナウイルス対応］を行った。（10/13、10/23） 
・自主防災組織リーダー等養成研修にて避難所でのコロナ対策について講義を行った。（10/30） 

○麻生区本部の活動状況 
・区本部会議を開催（6/9、7/8、7/29、8/19、9/16、10/21） 
・職員向けに「感染症対策等を踏まえた緊急避難場所運営研修」を実施。eラーニング、集合研
修、現地研修の 3部構成で開催した。（7月 9 月） 
・台風 14号の接近に備え、濃厚接触者の避難先として市民館の開設準備を行った。（10/9）

水道 ○上下水道部の活動状況 
・入江崎余熱利用プールの一部再開（6/1 ）を決定した。（5/26） 
・第 13回上下水道部会議を開催し、市内の医療体制及び避難所開設運営マニュアル等の市本部会
議の情報共有を行った。（7/8） 
・第 14回上下水道部会議を開催し、市内の医療体制及び緊急経済対策の改定等の市本部会議の情
報共有を行った。（8/19） 
・第 15回上下水道部会議を開催し、市内の医療体制及びイベント開催制限等の市本部会議の情報
共有を行った。（9/16） 
・入江崎余熱利用プールの水泳教室を再開（11/2 ）した。（10/14）

交通 ○通学定期券の払戻し等の対応 
 ・4 月 7日以前に購入し、緊急事態宣言期間（4月 7日 5 月 25 日）が有効期間に含まれる通学
定期券をお持ちの方又は持っていた方に対し、特例措置として、令和 2年 4月 7日に遡っての
払戻し、またはお持ちの通学定期券の有効期間の延長を６月２５日から実施し、９月３０日で
終了した。

病院 〇新型コロナウイルス感染症患者の受入れ 
 ・川崎病院では、「神奈川モデル」における高度医療機関及び重点医療機関として、また井田病院及
び多摩病院では重点医療機関として、緊急事態宣言解除後においても、引き続き新型コロナウイ
ルス感染症患者を受入れた。
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〇病院事業管理者メッセージの発信 
 ・主に医療従事者に向け、安定的な医療サービスを提供していくため、感染防止管理対策等につい
てメッセージを発信した（6/29）。

〇市立病院の現状について動画配信 
・新型コロナに対する院内の状況についての動画を作成してもらい、川崎市チャンネルに掲載した
（川崎病院は 5/15、8/11、井田病院は 5/26）。この動画は各種メディアでも取り上げられた。 

〇「新型コロナウイルス感染症出前講座」等の実施 
 ・川崎病院（6/29）及び井田病院（7/14）において、地域と連携した感染症対策を推進するため、
感染症専門の医師や看護師が高齢者施設等に出向き、講義や施設ラウンドを通じた感染対策を行
う「感染症出前講座」を企画・周知した。 

〇院内広報誌「新型コロナウイルス関連特集号」の発行 
 ・川崎病院（6/11 発行）及び井田病院（6/2 発行）において、新型コロナウイルス感染症への対応
や院内における感染防止対策の取組などをまとめた院内広報誌「新型コロナウイルス関連特集
号」を作成・発行（院内、かわさき情報プラザ、各区市政資料コーナー等に配架）した。 

〇市政だよりに川崎病院長のコメント等を掲載 
・市政だより（8/21 号）に川崎病院長と救命救急センター勤務の看護師へインタビュー記事を掲
載 

〇市立多摩病院におけるクラスターへの対応（10/30 ）
・消化器一般外科医師及び病棟看護師等の新型コロナウイルス感染が判明したため、関係職員等の
検査を実施。医師・看護師のほか、入院患者の陽性が判明。救急対応や新規入院の受入を当面の
間中止とする。

消防 〇消防局新型コロナウイルス感染症対策会議の開催及びＢＣＰ解除後の対応等の周知
・消防局新型コロナウイルス感染症対策会議を開催し、ＢＣＰ解除後の対応等を決定し、同日
「川崎市業務継続計画（ＢＣＰ）解除後の当局における行政運営方針について（通知）」を発
出し、局内にＢＣＰ解除後の対応等を周知した。（5/29） 

〇消防法令関係手続きの押印省略
・臨時的措置として、法令等の定める様式において、届出者等の押印を省略して受付できるこ
ととし、市ＨＰに案内ページを新たに設置した。（6/4）

教育 〇教育委員会報告「市立学校の再開について」 
・教育委員会報告「市立学校の再開について」において「川崎市 新型コロナウイルス感染症に 
対応した学校再開ガイドライン」及び「新型コロナウイルス感染拡大に伴う学校の臨時休業等 
の取組状況について」を報告。（5/26） 

〇新型コロナウイルス感染症に対応した保健管理に係るＱ＆Ａについて 
・各学校に「新型コロナウイルス感染症に対応した保健管理に係るＱ＆Ａについて（依頼）」を 
発出。（5/26） 

〇各学校に「教育長メッセージ」「学校再開後に新型コロナウイルス感染が判明した場合の学校の 
対応について」等を送付 
・各学校に「教育長メッセージ」を送付し、児童生徒への学校再開日における配布・読み上げ、
教職員への配布を依頼（5/29） 
・各学校に「学校再開後に新型コロナウイルス感染が判明した場合の学校の対応について（依 
頼）」を発出し、保健管理上の対応、家庭学習等の対応、教育課程・指導計画の見直し、学校
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での児童生徒の居場所について依頼。（5/29） 
・各学校に「熱中症事故等防止について（通知）」を発出。（5/29） 
〇学校の再開 
・全市立学校において学校再開（6/1） 
〇川崎市新型コロナウイルス感染症に対応した学校再開ガイドライン ９ 部活動等に関すること 
について 
・各学校に「川崎市新型コロナウイルス感染症に対応した学校再開ガイドライン ９ 部活動等
に関すること 更新版（6月３日時点）について」を発出し、部活動の段階的な再開、再開まで
の準備、活動再開に向けた段階的な再開日程、活動再開に向けた注意事項、感染拡大防止策の
共通の留意事項について提示。(6/3) 

〇夏季における児童生徒の健康保持、登下校時を含む学校生活における体育着等の着用等について 
・各学校に「夏季における児童生徒の健康保持について（依頼）」を発出し、「登下校時を含む
学校生活における体育着等の着用について」「水筒の持参について」「マスクの着用につい
て」依頼。(6/8) 
・各学校に「今年度における水泳授業等の取扱いについて」を発出し、全ての健康診断が完了す
るのは早くて９月中旬以降であることを踏まえ、各学校における水泳授業実施期間において健
康診断の完了が見込めないなど、児童生徒の健康状態が十分把握できない場合は、今年度の水
泳授業の実施は控えるよう通知。(6/8) 

〇【報道発表】「臨時休業を実施する場合の考え方」の改訂について 
・児童生徒又は教職員が感染した場合の学校の休業ルールについて、これまで原則当該校を「2週
間」の休業としていたが、文部科学省からガイドラインが示されたことに伴い、原則当該校を
「濃厚接触者が保健所により特定されるまでの間」の臨時休業と改訂。(6/12) 

〇「川崎市 新型コロナウイルス感染症に対応した学校再開ガイドライン」の保健管理の改訂など
を発出 
・各学校に「川崎市 新型コロナウイルス感染症に対応した学校再開ガイドライン」の保健管理
の改訂及び「新型コロナウイルス感染症に対応した保健管理に係るＱ＆Ａ」の更新について」
発出。(6/12） 

・感染者が判明した場合の学校の休業ルールについて、原則「2週間」を原則「濃厚接触者が保健
所により特定されるまでの間」に改訂。 
・同居の家族に発熱等の風邪の症状が見られるときも、登校を控える取扱いを追加。 
・暑い時期のマスク着用について、マスクを外すことを可とする取扱いを追加。 
・各学校に「令和2年度給食実施回数及び給食費の取扱いについて」を発出。(6/12) 
〇通常登校 
 ・市立小・中学校において通常登校を開始。(6/15) 
〇スクールガードリーダーについて 
・小学校に「夏季のスクールガード・リーダー、地域交通安全員の活動について」を発出し、夏
季の授業日におけるスクールガード・リーダーの活動や地域交通安全員の配置については、通
常の期間と同様の取扱いとすることについて周知(6/19) 

〇「川崎市新型コロナウイルス感染症に対応した学校再開ガイドライン」の「教育活動に関するこ
と」等の更新について
・各学校に「『川崎市 新型コロナウイルス感染症に対応した学校再開ガイドライン』の『教育
活動に関すること』等の更新について」を発出し、校外活動、異学年交流活動、外部講師の招
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へいについて、感染防止策を講じた上で 7月初旬からを目途に実施可とすること、中学校自然 
教室について、春季から秋季に延期した学校については実施する前提で準備することについて 
周知(6/23) 

〇「補習及びきめ細やかな学習支援の推奨について」を発出について 
・各学校に「補習及びきめ細やかな学習支援の推奨について」を発出し、「学習支援・学習相談
の例」を参考に、補修及びきめ細やかな学習支援、児童生徒の学習状況に応じた対応について
依頼するとともに、補習等の学習支援のためのサポーターの派遣について周知(6/29) 

〇学校の再開にあたっての学習環境整備について 
 ・児童・生徒の適切な学習環境を確保するため、また熱中症の危険性が非常に高まる時期でも 
あることから、施設整備の面からも早急に対応し、円滑な学校運営をサポートした。 
※空調未設置の特別教室（698 教室）にスポットクーラーを購入・設置 (7/1 ) 
※長寿命化工事（外壁工事）を実施する学校の換気を要する教室（500教室）にサーキュ 
レーターを購入・設置 (7/9 ) 

※少人数での授業実施に伴う普通教室の代替として使用する特別教室等への空調設置工事 
（24校）(7/17 ) 

〇学校再開ガイドライン「『９ 部活動に関すること』の更新について」 
・各学校に「学校再開ガイドライン「『９ 部活動に関すること』の更新について」を発出し、
部活動の段階的な再開について、内容を更新。（7/３） 

〇【報道発表】市立中学校等における修学旅行の実施について 
・今年度の市立中学校※の修学旅行（３年生対象、京都方面、例年は５月実施）については、新
型コロナウイルス感染防止のための学校の臨時休業に伴い、この間、秋季への延期について教
育委員会事務局及び校長会において協議・検討を行っていたが、各学校において十分な感染防
止対策等を講じた上で、８月下旬から１０月上旬までの日程で延期実施することを発表。(7/9) 
※市立川崎高等学校附属中学校を除く51 校 
・中止を判断した４校を除き、全47 校で修学旅行を実施した。田島中（８/26 8/28）から始ま
り白鳥中（10/9 10/11）が最後となった。（川崎高校附属中学校は令和３年３月に実施予定） 
・市立高等学校の修学旅行は、橘高（10/5 1/8）と高津高（10/19 10/22）が実施済み。残る
高校（定時制を含む）は、今後、実施予定。 
・市立特別支援学校（中学部・高等部）の修学旅行についても、日帰りや泊数の減、日程や旅行
先の変更など、各学校の状況に応じて計画していく。 
・再度緊急事態宣言が発表され解除が実施日までに見込めない等の場合や、当該校の生徒等が感 
染し臨時休業となった等の場合など、今後の状況の変化等により中止とする場合がある。 
・市立小学校の修学旅行（６年生対象、日光方面）については、中止（5月１３日公表済み）とし
たが、代替行事として「よみうりランド遊園地」の貸し切りイベントを実施することとした。 

〇市立学校に勤務する外国人指導助手（ALT）が新型コロナウイルス感染した場合及び濃厚接触者
に特定された場合の対応について 
・「市立学校に勤務する外国人指導助手（ALT）が新型コロナウイルスに感染した場合及び濃厚接
触者に特定された場合の対応について（依頼）」を各学校に発出し、感染した場合及び濃厚接
触者に特定された際の対応を示した。(7/14) 

〇児童生徒や教職員に新型コロナウイルスへの感染が判明した場合の留意事項について 
 ・「児童生徒や教職員に新型コロナウイルスへの感染が判明した場合の留意事項（依頼）（令和

２年7月 17 日時点）」を各学校に発出し、感染が判明した際の対応を示した。（7/17）
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〇児童生徒または教職員に新型コロナウイルスへの感染が判明した場合の学校名の公表について 
・「児童生徒または教職員に新型コロナウイルスへの感染が判明した場合の学校名の公表につい
て（依頼）」を各学校に発出し、感染が判明した場合、学校名を公表とすることとした。 
今後、教育委員会としては、本市の新型コロナウイルスへの感染に関する公表の方針に則り、
児童生徒または教職員に新型コロナウイルスへの感染が判明した場合には、学校名を公表した
上で、各学校の御協力をいただき、感染の判明した当事者及び濃厚接触者とその御家族への誹
謗中傷や差別的言動が生じることのないよう、また、当該校のその他の児童生徒等への風評被
害等が生じることがないよう保護者や地域住民に対して、これまで以上に働きかけを行ってい
く。（7/17） 

〇補習等の学習支援のためのサポーター派遣について 
・各学校に「補習等の学習支援のためのサポーター派遣について（依頼）」を発出し、補習等の
学習支援にサポーター派遣を希望する学校に対し、申請書の提出を依頼。（7/21) 

〇部活動における校外活動の留意事項について 
・各中学校に「部活動における校外活動の留意事項について」を発出し、8月 1日より、同一区
内や近隣校での校外活動を実施可能とした。（7/22) 

〇修学旅行実施に際しての生徒等の事前事後健康観察について 
・各中学校に「修学旅行実施に際しての生徒等の事前事後健康観察について（依頼）」を発出
し、修学旅行の実施に際しては、出発前 2週間、及び帰着後 2週間において、各家庭の協力の
もと、個人情報の取り扱いについて十分配慮したうえで、生徒本人、同居の家族の健康状態に
ついても確認することを依頼。引率予定の教員についても、この事前事後の健康観察の実施を
依頼。（7/29) 

〇補習及び学習支援が必要な児童生徒への対応について 
・各学校に「補習及び学習支援が必要な児童生徒への対応について（通知）」を発出し、補習及
び学習支援が必要な児童生徒向けの教材例を各学校へ示し、学習支援を行う際の参考にするよ
う依頼。（7/30） 

〇文教委員会報告「新型コロナウイルス感染が判明した場合の学校の対応について」 
 ・５月の臨時休業期間から、学校に発出した文書資料を中心に新型コロナウイルス感染が判明し
た場合の学校の対応について報告。(7/31) 

〇「川崎市 新型コロナウイルス感染症に対応した学校再開ガイドライン」等の改訂について 
・各学校に「川崎市 新型コロナウイルス感染症に対応した学校再開ガイドライン 令和２年８
月１８日改訂版」及び「新型コロナウイルス感染症に対応した保健管理に係るＱ＆Ａ（令和２
年８月１８日時点）」を発出し、保健管理、教育活動、学校行事、部活動、学校施設開放につ
いて内容を更新。(８/1８） 

〇「川崎市 新型コロナウイルス感染症に対応した学校再開ガイドライン」等の部分改訂について 
・各学校に「川崎市 新型コロナウイルス感染症に対応した学校再開ガイドライン【部分改訂】
の送付について」（9月 14日時点）、（10 月 28日時点）を発出し、教育活動、教育課程、学
校行事について内容を更新。(9/14）、(10/28） 

〇【報道発表】オープン前の等々力球場で川崎市中学校総合体育大会軟式野球大会を開催 
・コロナ禍で部活動が制限されている中でも頑張る中学生を応援するため、建設緑政局の協力の
もと、オープン前の等々力球場において、１０月４日（日）に川崎市中学校総合体育大会の軟
式野球の準決勝・決勝を開催した。（9/28） 
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議会 ○本会議場及び傍聴席における感染防止対策の実施 
・本会議場及び常任委員会の傍聴席における傍聴人同士の身体的距離を確保するため、当面の間、
議場においては傍聴の受入人数を定員（100人）の 4分の 1程度、各常任委員会室においては 2
人から 9人程度（委員会出席者など、状況を考慮して判断）にすることとした。（8／6）

・本会議場演壇に飛沫防止用のアクリル板を設置した。（9／10）


